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1.製品を安全にご使用いただくために 

安全上のご注意 

この「安全上のご注意」には太陽電池用充放電コントローラを使用するお客様や他の人への危害や

財産への損害を未然に防止するために、守って頂きたい事項を記載しております。 

各事項は以下の区分に分けて記載しています。 

 

警告
この表示は、取扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が

想定される」内容です。 

注意
この表示は、取扱いを誤った場合、「損害を負う可能性が想定される場

合及び物的損害のみの発生が想定される」内容です。 

 

 

一般的な安全事項 

 ●取付けを始める前に、取扱説明書の全ての支持と注意事項を読んでください。 

 ●充放電コントローラの内部には、お客様ご自身で修理できる部品はありません。コントローラの修

理や分解はしないでください。 

 ●充放電コントローラの取付けや調整を行う前に、バッテリーやソーラーパネルを接続しないでくださ

い。 

 ●充放電コントローラ内部には、ヒューズや遮断装置がありません。必要に応じて、外部にヒューズ

やブレーカーを取り付けてください。 

 ●コントローラ内部に水が入らないようにしてください。 

 ●接触不良による過熱を避けるため、すべての接続がきちんとされているか確認してください。 

 ●ソーラーパネルの接続端子に直流電源装置を接続してご使用される場合の動作保障はいたしか 

ねますのでご注意下さい。 
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2.はじめに 

2.1 ごあいさつ 

 

 この度はＳＰＣ－００５ソーラーパネル充放電コントローラをお買い上げいただき、誠に有り難うござい

ます。 

ＳＰＣ－００５は、独立型太陽電池システム向けに負荷制御を備えた、最適動作点追従(ＭＰＰＴ)制御

搭載バッテリー充放電コントローラです。ＳＰＣ－００５は太陽電池モジュールからのエネルギーを最大

限に活用できる高性能追従アルゴリズムを特徴としています。また、バッテリーの過放電を防ぐために

負荷制御機能も備えています。 

本機は、１２Ｖバッテリー使用時に３６０W、２４Ｖバッテリー使用時に７２０W、４８Ｖバッテリー使用時

に１４４０Ｗまでのソーラーパネルに対応しています。 

 

 注：本取扱説明書は予告なく変更されることがあります。 

 

2.2 特長 

●充電方式にリミットサイクル方式最大電力点追尾（LCMPPT）機能を搭載しています。このため、ソー

ラーパネルの発電電力の最適動作点で効率よく充電することができます。 

●ＳＰＣ－００５は各種保護機能を持ち、安全な設置・接続、運用ができます。 

●夜間タイマー機能により日没・日出を自動判定し負荷接続端子を日没で接続（ＯＮ）、日出で遮断

（ＯＦＦ）する時間を設定することができます。また、付属のＰＣ用モニター/コントローラーソフトやオプ

ション（別売）のメーター/タイマーユニットを使用すれば、任意の時間で接続（ＯＮ）、遮断（ＯＦＦ）を

タイマー設定することができます。 

●付属のＰＣ用モニター/コントローラーソフトやオプション（別売）のメーター/タイマーユニットと接続す

ることにより、本機の動作状態、バッテリー状態、ソーラーパネルの発電電力値をモニタリングする

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5/30 

2.3 システム構成 

システム構成例を以下に示します。 

 

 

 

注：ＳＰＣ－００５には、ソーラーパネル、バッテリー、PC は含まれていません。 
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2.4 各部機能説明 

充放電コントローラの外観を図 1 に示します。また、各部分を以下に説明します。 

 

 

図 1.充放電コントローラーの外観(上面) 

 

①機能設定スイッチ 

バッテリーの種類、負荷制御、均等化充電の設定をします。 

②充電状態/警告表示ＬＥＤ 

充電の状態と誤動作の状態を表示します。またソーラーパネルの過電圧や各温度センサー異常を

警告表示します。 

③バッテリーステータス/警告表示ＬＥＤ 

大まかなバッテリー残状態を表示します。またバッテリーに関わる異常を警告表示します。 

④負荷ステータスＬＥＤ/警告表示ＬＥＤ 

負荷への出力がＯＮのとき、緑色に点灯します。また過電流や短絡の際に警告表示します。 

⑤温度センサー 

本機の設置環境の周囲温度を測定しバッテリー充電の補償や温度プロテクションに使用します。 
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⑥タイマーステータスＬＥＤ 

夜間タイマー機能およびプリセットタイマー機能が動作中に点灯します。 

⑦タイマー設定スイッチ 

負荷への出力(ＯＮ)／遮断(ＯＦＦ)のタイマーコントロールを設定することができます。 

⑧最大充電電流設定スイッチ 

バッテリーへの最大充電電流値を５Ａ、１０Ａ、１５Ａ、２０Ａ、２５Ａ、３０Ａの中から選択することができ

ます。 

⑨リモート温度センサコネクタ（2 ピン） 

オプション（別売り）のリモート温度センサー（型式：ＴＳ-１）を接続します。 

⑩ＲＳ-２３２Ｃ通信ポート 

ＰＣ接続用の通信ポートです。付属のＰＣ用モニター/コントローラーソフトと通信する際に使用しま

す。 

⑪メーター/タイマーユニット接続ポート（ＲＳ-４２２通信ポート） 

オプション（別売）のメーター/タイマーユニットＭＴＵ-００５専用の接続ポートです。 

⑫ブランクパネル 

このブランクパネルを外すと、オプション（別売）の本体取付け型メーターユニットＬＣＤ-００５を取り

付けることができます。 

 

                    

 

図 2.充放電コントローラの外観(前面) 

 

⑫ソーラーパネル接続端子 

ソーラーパネルを接続します。 

⑬バッテリー接続端子 

鉛バッテリーを接続します。 

⑭負荷接続端子 

電力を供給する負荷（電化製品など）を接続します。 
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2.5 オプション機器（別売）について 

 

リモート温度センサー（型式：ＴＳ-１） 

リモート温度センサーは、正確な温度補償のためにバッテリー温度を測定します。取付けはバッテリー

温度とコントローラ周辺温度の差が５℃以上違う場合に推奨します。 

リモート温度センサーは、いつでも充放電コントローラへ取り付けることができます。リモート温度セン

サーを取り付けると、充放電コントローラは、バッテリー温度補償のためにリモート温度センサーを自

動的に利用します。 

 

メーター/タイマーユニット(型式：ＭＴＵ-００５) 

ＭＴＵ-００５は、システムの運転状況の表示とプリセットタイマーの設定等を行います。 

システムの情報は、バックライト付液晶ディスプレイ上に表示されます。各種入力はタッチパネルにな

っており簡単に入力する事ができます。 

本ユニットは、制御盤のパネル等や制御盤内部に付属されている取付け金具やネジを使用すること

で、簡単に取り付けることができます。ＭＴＵ-００５は、充放電コントローラの⑪メーター/タイマーユニッ

ト接続ポートに接続します。 

 

本体取付け型メーターユニット(型式：ＬＣＤ-００５) 

ＬＣＤ-００５は、ソーラーパネルの現在の電力、積算電力、電圧値/電流値、バッテリー充電電圧値/電

流値、本体周囲温度などを表示する液晶ディスプレイユニットです。 

充放電コントローラ本体のブランクパネルを外し、内部配線と接続することで、本体で取り付けることが

できます。 
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3.取付け 

3.1 一般的な注意事項 

●取付けを始める前に、この章をすべてお読みください。 

●バッテリーの取扱には注意してください。保護メガネを着用してください。 

●バッテリーを取り扱った後は、きれいな水で手を洗ってください。 

●絶縁された工具を使用してください。また、バッテリーの近くに金属物を置かないでください。 

●バッテリーの種類により、充電中は爆発性のあるガスが発生するおそれがあります。ガスを排出す

るための十分な換気が行われているか確認してください。 

●コントローラは、水のかかる場所へ設置しないでください。 

●端子接続が緩んだまま使用したり、腐蝕した電線を使用すると、端子や電線が高い接触抵抗を持ち、

電流により高熱を発する場合があります。これは、電線被覆を溶かしたり、周囲の物を燃やし、火災

を引き起こすほどの恐れがあり大変危険です。 

●鉛蓄電池だけを使用してください。 

●ソーラーパネル出力電圧は、決してコントローラの最大入力電圧を超えないようにしてください。 

●充放電コントローラのバッテリー接続端子は、一台のバッテリーかバッテリーバンクへ配線すること

ができます。以下の説明は、一台のバッテリー接続について言及していますが、バッテリー接続は

数台のバッテリーバンクでも可能です。 
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3.2 設定 

４つの機能設定スイッチは、充放電コントローラのバッテリータイプ、負荷制御、均等化の設定をしま

す。タイマー設定スイッチは、負荷への接続/切断の制御を設定します。 

 

3.2.1機能設定スイッチ 

バッテリータイプの設定 

充放電コントローラは以下の表1に示される4つの異なるバッテリータイプで使用できます。設定スイ

ッチ１と設定スイッチ２を使用して、バッテリータイプを設定してください。 

 

表 1 にバッテリーのタイプ別設定を示しています。 

 

機能設定スイッチ        表 1.バッテリータイプの選択 

 

 

 

負荷制御―低電圧遮断（ＬＶＤ）／再接続（ＬＶＲ） 

２種類の負荷制御(低電圧遮断／再接続の設定)を選択することができます。 

 

スイッチ３  

ＯＦＦ：ＬＶＤ＝１１.５０Ｖ、ＬＶＲ＝１２．６０Ｖ 

ＯＮ：ＬＶＤ＝１１.００Ｖ、ＬＶＲ＝１２．１０Ｖ 

 

※このスイッチがＯＮのとき、オプション（別売り）のメーター/タイマーユニットＭＴＵ-００５を使用し、制

約範囲で設定値を変更することができます。詳しくはＭＴＵ-００５の取扱説明書をお読み下さい。 

 

用語説明 

ＬＶＤ：Ｌｏｗ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｄｉｓｃｏｎｎｅｃｔ 

ＬＶＲ：Ｌｏｗ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｒｅｃｏｎｎｅｃｔ 

 

自動均等過充電制御 

自動均等化機能をＯＦＦかＯＮに設定してください。自動均等化機能(非密閉型バッテリー)は、２８日

毎に行われます。ゲルや密閉型バッテリーに対して均等化充電はできません。 

 

スイッチ４  

ＯＦＦ：自動均等化ＯＦＦ 

ＯＮ：自動均等化ＯＮ（ＡＧＭ,非密閉型バッテリーのみ） 

バッテリータイプ スイッチ１ スイッチ２ 

ゲル型 ＯＦＦ ＯＦＦ 

ＡＧＭ型 ＯＦＦ ＯＮ 

密閉型 ＯN ＯＦＦ 

非密閉型 ＯＮ ＯＮ 
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3.2.2 タイマー設定スイッチ 

 負荷への出力(ＯＮ)／遮断(ＯＦＦ)のタイマーコントロールを設定することができます。 

 

 

 

スイッチ位

置 

動作 

０ メーター/タイマーユニットやＰＣから設定されたプリセットタイマーによるタイマーコント

ロールが有効になります。 

１ 日没から 1 時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

２ 日没から２時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

３ 日没から３時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

４ 日没から４時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

５ 日没から５時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

６ 日没から６時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

７ 日没から７時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

８ 日没から８時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

９ 日没から９時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

Ａ 日没から１０時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

Ｂ 日没から１１時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

Ｃ 日没から１２時間、負荷への出力（ＯＮ）を行った後、遮断（ＯＦＦ）します。 

Ｄ 日没から負荷への出力（ＯＮ）を行い、日の出で遮断（ＯＦＦ）します。 

Ｅ 負荷への出力は常時遮断（ＯＦＦ）します。 

Ｆ 負荷への出力（ＯＮ）は常時有効になります。 

 

ご注意 

プリセットタイマーに関しての詳細は、ＰＣ用モニター/コントローラーソフトまたはメーター／タイマーユ

ニットＭＴＵ－００５の取扱説明書をご覧ください。 

 

日没・日の出の判定 

 「日没」はソーラーパネルの出力電圧が一定値以下で３分以上経過した際に「日没」と判定し、「日の

出」はソーラーパネルの出力電圧が一定値以上で３分以上経過した場合に「日の出」と判定します。 

 

※オプション（別売り）のメーター/タイマーユニットＭＴＵ-００５を使用し、制約範囲で上記の判定電圧

の設定値を変更することができます。詳しくはＭＴＵ-００５の取扱説明書をお読み下さい。 
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3.2.3 最大充電電流設定スイッチ 

バッテリーへの最大充電電流値を５Ａ、１０Ａ、１５Ａ、２０Ａ、２５Ａ、３０Ａの中から選択することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

3.3 設置 

●充放電コントローラを設置する際は、ヒートシンクのフィンの部分を通気のよい状態にしてください。

コントローラの上下の隙間は、冷却のため少なくとも１５０ｍｍ間隔を空けてください。 

●周囲に囲まれた場所で設置する場合は、過温防止のため換気することをお勧めします。 

 

警告 
爆発の恐れがあります!充放電コントローラを非密閉型バッテリーと同

じ筐体内へ設置しないでください。バッテリーガスが滞留する恐れのあ

る密閉した場所へ設置しないでください。 

 

ステップ１： 設置場所の選択 

直射日光、高温な場所や水を避け、垂直な面へ充放電コントローラを設置してください。 

 

ステップ２： マウント金具の取り付け  

付属のマウント金具２本を付属ネジ×４個（Ｍ３×４ｍｍ皿ネジ）を使用して、充放電コントローラの

背面にプラスドライバーを用い固定してください。 

 

スイッチ位置 最大充電電流値 

０ ５Ａ 

１ １０Ａ 

２ １５Ａ 

３ ２０Ａ 

４ ２５Ａ 

５ ３０Ａ  

６、７、８、９ 設定値なし 
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ステップ３： 隙間の確認  

設置場所に電線を通すための十分なスペースと、十分な隙間があるか確認してください。 

 

 

図 3.取付けと冷却 

 

ステップ４： 取付け穴のマーク 

鉛筆かペンを使用して、4 つの取付け穴の位置を設置面上にマークしてださい。 

 

ステップ５： 取付け穴を開ける 

コントローラをよせて、マークされた所へ穴をドリルで空けてください。 

 

ステップ６： コントローラの固定 

設置面にコントローラを置き、ステップ４で空けた穴とコントローラの取付け穴を合わせてください。

取付けネジを使用して、コントローラを固定してください 
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3.4 配線 

●安全のため、設置の際は推奨される接続手順に関する指示を守ってください。 

コントローラは接続の順番による損傷はしません。 

●充放電コントローラは、マイナス側をグラウンドにしているコントローラです。 

●マイナス側の接続部のどこで接続しても、必要に応じてアース接地をとることができます。 

●アース接地をすることを推奨します。 

 

注意
充放電コントローラの負荷端子に接続されるシステム負荷の電流値は

最大負荷電流２０A を超えないでください。 

 

注意
モバイル用途では、すべての配線が固定されているか確認してくださ

い。車内で使用するときは、ケーブルが揺動するのを避けるため、ケー

ブルクランプを使用してください。固定されていないケーブルと緩みは、

過熱や火災を招く恐れのある接触抵抗を引き起こします。 

 

 

ステップ１: 負荷の配線 

充放電コントローラの負荷出力端子(ＬＯＡＤ)の接続は、直流を主電源とする電子機器やシステムに

バッテリー電圧を供給します。 

 

 

 

図 4.負荷配線 

 

●負荷側電線のプラス側とマイナス側を、負荷端子や負荷の配電盤へ図４に示すように接続してくだ

さい。 

 

 



15/30 

●必要に応じて、負荷端子のマイナス側にアース接地を施してください。適切なサイズの電線を使用し、

設置場所に対して適切な接地方法で行ってください。 

●負荷の消費電流は最大負荷電流２０Ａを超えないようにしてください。 

 

 

ステップ２: バッテリーの配線 

 

警告
バッテリーの接続には最大の注意を払って行って下さい。バッテリーの

（+）、（-）の極性を間違えて接続したり、バッテリーを誤って別の端子に

接続した場合、本体を破損させます。 

 

 

 

図 5.バッテリー配線 

 

●バッテリーを接続する前に、バッテリー電圧を測定してください。コントローラを動作させるためには８

Ｖ以上が必要です。また、充電コントローラ始動時にバッテリーの電圧範囲が１０～１６V → １２V、

２０～３２V → ２４V、４０～６４V → ４８Ｖと自動検知されます。 

●バッテリーを充放電コントローラに接続してください。 

●必要に応じて、負荷端子のマイナス側にアース接地を施してください。適切なサイズの電線を使用し、

設置場所に対して適切な方法で接地を行ってください。
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ステップ３: ソーラーパネルの配線 

 

警告
感電の恐れがあります。太陽電池の配線を行う際は、十分注意してく

ださい。太陽電池アレイの高電圧出力は、電気ショックや負傷するおそ

れがあります。太陽電池の配線を行う前に、モジュールを太陽光から

遮断してください。 

 

●本機は、使用するソーラーパネルの開放電圧（Ｖｏｃ）が本機の最大入力電圧１５０Ｖを超えなければ、

複数のソーラーパネルをグリット配線することができます。 

●ソーラーパネルの公称電圧は、バッテリー公称電圧以上でないと、バッテリーへ充電をすることがで

きません。 

 

 

図 6.ソーラーパネル入力側の配線 

 

●ソーラーパネルを充放電コントローラへ接続してください。 

●必要に応じて、負荷端子のマイナス側にアース接地を施してください。適切なサイズの電線を使用し、

設置場所に対して適切な接地方式で行ってください。 
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ステップ４: オプション機器（別売） 

必要に応じて、オプションのリモート温度センサー（ＴＳ-１）やメーター/タイマーユニット(ＭＴＵ-００３)

メーターユニット（ＬＣＤ-００５）を取付けてください。詳細な取付け手順については、各付属機器に備わ

っている取扱説明書を参照してください。 

 

ステップ５: 配線の確認 

ステップ１～４の配線を再確認してください。各接続部の極性が間違っていないか確認してください。

充放電コントローラの６つの端子が、すべてきちんと締め付けられているか確認してください。 

 

 

図 7.システム配線 

 

 

ステップ６: 出力の確認 

●バッテリー電源が供給されると、充放電コントローラはＬＥＤ表示を始めます。 

バッテリーステータスＬＥＤは、バッテリーの状態に応じ表示点灯します 

●充放電コントローラが作動しない、またはＬＥＤエラー表示が点灯する場合、5.のトラブルシューティ

ングを参照してください。 
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4.運用 

4.1ＬＥＤ表示 

ステータスＬＥＤ（充電状態ＬＥＤ） 

ステータスＬＥＤ表示は、充電状態と温度プロテクションの状況を表示します。 

ＬＥＤ表示は、昼夜を問わず充電シーケンスに従い点灯します。エラー状態のとき、ＬＥＤ表示は常に赤

の点灯となります。 

表２ ステータスＬＥＤ 

色 点灯表示 状 況 

なし なし 電源投入時 

緑色 点滅 フロート充電 

緑色 常時点灯 吸収充電 

アンバー 点滅 バルク充電 

アンバー 常時点灯 均等化充電 

赤 常時点灯 温度プロテクション/充電ＯＦＦ 

赤 点滅 ソーラーパネル過電圧/充電ＯＦＦ 

 

 

バッテリーステータスＬＥＤ（バッテリー状態ＬＥＤ） 

５点のバッテリーステータスＬＥＤは、バッテリーの充電状態を表示しています。この充電状態表示は、

バッテリー電圧の設定値に基づきます。バッテリーステータスＬＥＤはバッテリー充電の現状に近いも

のを表示するだけです。 

表３ バッテリーステータス LED 

色 表示 バッテリー状態 負荷出力 

緑色-１ 点灯 ほぼ満充電 ＯＮ 

緑色-２ 点灯 約５０～８０％ ＯＮ 

黄色-３ 点灯 ５０％以下 ＯＮ 

赤色-４ 点灯 低電圧(ＬＶＤ警告) ＯＮ 

赤色-５ 点灯 空(ＬＶＤ状態) ＯＦＦ 

色 表示 警告内容 負荷出力/充電 

緑色-１ 点滅 バッテリー電圧が高い ＯＦＦ/ＯＦＦ 

黄色-３ 点滅 バッテリー過温度 ＯＦＦ/ＯＦＦ 

赤色-５ 点滅 リモート温度センサー短絡 ＯＦＦ/ＯＦＦ 
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負荷ＬＥＤ  

 負荷へ電力が正常に出力されている場合は緑色に点灯します。負荷過電流または短絡により出力

が遮断されている場合に緑色に点滅します 

表４ 負荷ＬＥＤ 

色 点灯表示 状 況 

緑色 点滅 負荷過電流 

負荷短絡 

 

 

 

タイマーＬＥＤ 

 夜間タイマー機能やプリセットセットタイマー機能が有効になっている場合に緑色に点灯します。 

 

 

4.2ＭＰＰＴの技術 

充放電コントローラはソーラーパネルから最大限に出力を取り出すため、最適動作点追従制御技

術（ＭＰＰＴ）を利用しています。追従アルゴリズムは全自動で行われ、ユーザーの調整を必要としませ

ん。ＭＰＰＴの技術は、天候によって変化するソーラーパネルの最大電力点電圧(Ｖｍｐ)を追尾し、一日

を通して、太陽電池アレイから、最大電力が得られるよう動作します。 

MPPT 制御は太陽電池の電圧変化を検出し常に太陽電池出力が最大になる点（最適動作点）を追従

します。 

アレイのＶｍｐは、電流と電圧の積が最も大きい場所での電圧です。従来のコントローラは、太陽電池

アレイのＶｍｐで運転しないため、バッテリーの充電と動力系の負荷のために本来なら使うことのでき

たエネルギーを無駄にしています。バッテリー電圧とモジュールのＶｍｐの差が大きければ大きいほど、

より多くのエネルギーが無駄になります。ＭＰＰＴの技術は、従来のコントローラと比べて、無駄になっ

ているエネルギーをより少なくし、Ｖｍｐで動作します。

注意
ステータスＬＥＤ（充電状態ＬＥＤ）が赤点灯/点滅、バッテリーステータス

ＬＥＤ（バッテリー状態ＬＥＤ）が点滅、負荷ＬＥＤが緑点滅しているとき

は、エラーが起きている状態です。詳細は、5.1 の「エラー表示」をご覧く

ださい。 
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4.3 バッテリー充電 

充放電コントローラは急速かつ効率よく、そして安全にバッテリーを充電するために４段階のバッテ

リー充電アルゴリズムを備えています。 

図９は、各段階の順序を示しています。(１２Ｖ非密閉型蓄電池の例) 

 

電圧 

 

                       １４．９V 

                           均等化充電 

                 １４．７V 

                                        １３．７Ｖ 

 

 

          １２．８V 

 

    夜間         バルク充電    吸収充電      フロート充電      夜間 

 

 

                                                              

 時間 

図９.充放電コントローラの充電アルゴリズム 

バルク充電 

この段階では、バッテリー電圧はまだ吸収充電の電圧に達していません。得られる太陽電池出力電

力の１００％は、バッテリーの充電に使われます。 

 

吸収充電 

バッテリー電圧が吸収充電の電圧値に達したとき、過熱や過度のバッテリーガスの発生を防ぐため

に定電圧制御が用いられます。 

 

フロート充電 

バッテリーが完全に充電された後、充放電コントローラはフロート充電（トリクル充電）までバッテリー

電圧を低下させます。バッテリーの経年によって、バッテリーはフロート充電へ移行する前に、約３時

間程度吸収充電を行います。 

 

自動均等化充電（ＡＧＭ,非密閉型バッテリーのみ） 

自動均等化機能を有効にしている場合、充放電コントローラは２８日ごとに約３時間、非密閉型バッ

テリーの均等化充電を行います。この充電では、電解質ガスが発生するため、通常の吸収充電の電

圧値よりもバッテリー電圧が上がります。このシーケンスは、バッテリー内の個々のセル電圧を均等に

します。 
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4.4 負荷制御 

バッテリー容量が少ない状態で放電される時、システム負荷を遮断し、バッテリーが十分に再充電

された時システム負荷を再接続する動作の事です。充放電コントローラの最大定格負荷電流２０Aを

超えないように使用してください。 

 

注意
充放電コントローラの負荷端子には、いかなる容量のＤＣ/ＡＣインバー

タも配線しないでください。MPPT の負荷制御回路を損傷させる恐れが

あります。インバータは直接バッテリーまたはバッテリーバンクへ配線し

てください。 

 

 

負荷制御の設定 

負荷制御はすべて自動です。設定スイッチで、低電圧遮断（ＬＶＤ）と低電圧再接続（ＬＶＲ）の設定

値を選択してください。詳細は3.2の「設定」をご覧ください。 

 

ＬＶＤ警告 

バッテリー放電時、バッテリーステータスＬＥＤは緑から黄色へ変わり、黄色から赤の点灯へと変化

します。赤色-４の点灯表示は低電圧遮断が間もなく起こるという警告です。バッテリーステータスが緑

色表示してから負荷が遮断するまでの時間は、以下を含む多くの要因によって決まります。 

 

■負荷電流の量 ■バッテリー容量 ■バッテリーの状態 ■ＬＶＤの設定値 

 

バッテリーがＬＶＤの設定値まで放電した場合、負荷は遮断され、赤色-５のバッテリーステータスＬＥ

Ｄが常時点灯します。 
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4.5 保護 

 

ソーラーパネルの過電力 

充放電コントローラは、バッテリー電流を最大定格３０Ａに制限しています。容量の大きすぎるソーラ

ーパネルはピーク電力で動作しません。ソーラーパネルを、充放電コントローラの公称最大入力電力

より少ないものにしてください。 

 

過負荷 

負荷電流が約１００ｍｓｅｃ連続して最大定格負荷電流を超えると、充放電コントローラは負荷を遮

断します。負荷切断からの復帰は自動的には行いませんので、負荷の状態を確認の上、手動で負荷

接続を一旦取り外し、本機の電源をＯＦＦしてから再度ＯＮしてください（バッテリーの接続を一旦外して、

再接続してください。）。 

 

ソーラーパネルの短絡 

充電は行われません。短絡状態が改善すると、再び自動で充電が始まります。 

 

ソーラーパネル／バッテリー逆接続 

バッテリー逆接続に対して完全に保護されています。コントローラへの損傷はありません。配線ミス

を直して、通常運転を再び始めてください。 

 

過温度 

ヒートシンクの温度または周囲温度が安全な範囲を超えた場合、充電を停止します。安全な温度ま

で冷えると充電を再開します。 

 

高電圧過渡現象 

ソーラーパネル、バッテリー、および負荷電力の接続は、高電圧過渡現象に対して保護されていま

す。雷が多い地域では、外部に避雷器を取り付ける事をお勧めします。 

 

バッテリー電流逆流防止 

ソーラーパネルの電圧がバッテリー電圧より低くなった場合、バッテリーからソーラーパネルに電流

が流れるのを防止します。 
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4.6 点検とメンテナンス 

コントローラの最高の性能を維持するため、以下の点検と保守の作業を年に数回行うことをお勧め

します。 

 

●すべての端子部分を締めてください。接続部分に緩み、破損、腐食がないか点検してください。 

●すべてのワイヤークランプと取付け箇所が固定されているか確認してください。 

●異物(埃、虫、巣)、および腐食から保護された清潔な場所に設置されているか確認してください。 

●障害物がある場合は、筐体の通風と通気孔を確認してください。 

●ＬＥＤ表示が現在のシステム状態と整合性がとれているか確認してください。 

●バッテリー用温度センサーを使用している場合、きちんと端子に接続されているか確認してくださ

い。 
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5.トラブルシューティング 

5.1 エラー表示 

●ステータスＬＥＤ（充電状態ＬＥＤ）の表示でエラーを示します。 

赤点灯 

１）ヒートシンク過温度 

ヒートシンクの温度が９０℃以上になり充電が停止しています。ヒートシンクの温度が８０℃以下になっ

た場合(かつ周囲温度が５０℃以下の場合)、再度自動的に充電のシーケンスを始めます。 

 

２）周囲過温度 

周囲温度が６０℃以上になり充電が停止しています。周囲温度が５０℃以下になった場合(かつヒート

シンク温度が８０℃以下の場合)、再度自動的に充電のシーケンスを始めます。 

 

赤点滅 

１）ソーラーパネル過電圧 

ソーラーパネルの出力電圧が本機の最大定格ＤＣ１５０Ｖを越えています。ソーラーパネルの最大出力

電圧がＤＣ１５０Ｖを超えないように再選定、再設計してください。 

 

●バッテリーステータスＬＥＤ（バッテリー状態ＬＥＤ）の表示でエラーを示します。 

緑-1 点灯 

１）バッテリー電圧が高い 

バッテリーの電圧が高い状態になり、充電が停止し、負荷出力が遮断されています。正常な電圧範囲

に戻ると、再度自動的に充電のシーケンスを始めます。 

 

黄-3 点灯 

２）バッテリー過温度 

バッテリーの温度が高い状態になり、充電が停止し、負荷出力が遮断されています。正常な温度範囲

に戻ると、再度自動的に充電のシーケンスを始めます。 

 

赤-5 点灯 

３）リモート温度センサー短絡 

接続しているリモート温度センサーが短絡（ショート）状態になり、充電が停止し、負荷出力が遮断され

ています。 良品に交換してください。 
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●負荷ＬＥＤの表示でエラーを示します。 

緑点滅 

1）負荷過電流／短絡 

負荷過電流または短絡により出力が遮断されています。負荷電流が約１００ｍｓｅｃ連続して最大定格

負荷電流を超えると、充放電コントローラは負荷を遮断します。負荷切断からの復帰は自動的には行

いませんので、負荷の状態を確認の上、手動で負荷接続を一旦取り外し、本機の電源をＯＦＦしてから

再度ＯＮしてください（バッテリーの接続を一旦外して、再接続してください。）。またはタイマー設定スイ

ッチを一旦設定を変更すると、復帰します。 

 

5.2 よくある問題 

問 題 対 策 

ＬＥＤ表示されない ●テスターを用いて充放電コントローラのバッテリー端子の電

圧を確認してください。バッテリー電圧は充放電コントローラ

の電源となるために、少なくとも８Ｖなければなりません。 

充放電コントローラがバッテリー

充電をしない。 

 

●ステータスＬＥＤが赤の常時点灯の場合、5.1のエラー表示を

見てください。 

●ステータスＬＥＤが何も点灯しないならば、充電シーケンスの

判定中の可能性があります。負荷接続によりバッテリー電圧

を変化させてみてください。 

●本機のソーラーパネル入力端子の電圧を測定してください。

入力電圧はバッテリー電圧より大きくなければいけません。

ソーラーパネルの配線接続を確認してください。影がかかっ

ていないかソーラーパネルを確認してください。 
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6.機能 

6.1 充電機能 

6.1.1 ＭＰＰＴ制御方式 

リミットサイクル最大電力点追尾(ＬＣＭＰＰＴ)制御方式。ソーラーパネルの最適動作点を追尾し、効率

の良い充電が可能です。 

6.1.2 バッテリー充電方法 

バッテリー充電方法はバルク充電、吸収充電、フロート充電、均等化充電の４段階のアルゴリズムで

行います。(均等化充電は非密閉型、ＡＧＭ型バッテリーの場合に行います。) 

 

6.2 保護機能 

6.2.1 過放電保護機能 (ＬＶＤ／ＬＶＲ機能) 

バッテリー電圧を監視し、過放電電圧を検出した場合は負荷を遮断します。 

遮断/再接続電圧は、１２Ｖバッテリー時、１１.５０Ｖ/１２.６Ｖと１１.００Ｖ/１２.１０Ｖの２通りの設定が可

能です。（設定方法は 3.2 設定を参照。） 

6.2.2 温度保護 

ヒートシンク温度が９０℃または本体内部温度が６０℃になった場合は充電を停止します。 

 

6.3 表示機能 

6.3.1 充電状態/警告表示 

バッテリー充電シーケンス/警告を示します。（緑、赤：2 色発光） 

消灯：   充電停止 

緑(点滅)： フロート充電 

緑(点灯)： 吸収充電 

橙(点滅)： バルク充電 

橙(点灯)： 均等化充電 

赤(点灯)： 温度保護が動作した場合に点灯します。 

6.3.2 バッテリー状態表示 

バッテリーの状態を示します。（３段階 緑、緑、黄、赤、赤）  

[放電時] 

   ―-―― *１１.５Ｖ ＜――― *１２.１Ｖ ＜――― *１２.５Ｖ ＜――― *１２.７Ｖ ＜――― 

   赤(点灯)        赤(点灯)          黄            緑           緑 

[充電時] 

   ―――＞ *１１.７Ｖ ―――＞ *１２.３Ｖ ―――＞ *１２.６Ｖ ―――＞ *１３.１Ｖ ------ 

   赤(点灯)        赤（点灯）         黄           緑            緑 

 

＊注：２４Ｖシステムの場合は数値を２倍、４８Ｖの場合は４倍にしてください。 

＊上記数値はＬＶＤ/ＬＶＲ設定スイッチ３がＯＦＦのときの数値です。 
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6.3.3 負荷表示 

負荷の接続状況を表示します。(緑) 

点灯：ＯＮ、消灯：ＯＦＦ、点滅：過負荷によりＯＦＦ 

 

6.4 夜間タイマー機能／プリセットタイマー機能 

負荷に対して、本体のロータリディップスイッチにて、それぞれ接続/遮断の時間を夜間タイマー設定で

きます。（日没から最大１２時間/1 時間間隔と日没から日の出まで） 

また、付属のＰＣ用モニター/コントローラーソフトまたはオプション機器（別売）のメーター／タイマーユ

ニットＭＴＵ-００５の通信機能を使用し、負荷に対して任意の時間でタイマー設定することができます。 

 

6.5 通信機能 

6.5.1 メーター/タイマーユニット通信機能 

オプションのメーター／タイマーユニットＭＴＵ-００５を接続できます。 

6.5.2 ＰＣ通信機能 

ＲＳ-２３２ＣインターフェースでＰＣと接続し、付属のＰＣ用モニター/コントローラーソフトと通信すること

ができます。 

また、お客様が独自でＰＣ用アプリケーションを開発される場合は添付ＣＤ-ＲＯＭ内の「ＰＣ通信仕様.

ｐｄｆ」をご覧ください。 
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7.定格 

7.1 電気的仕様 

システム電圧   １２Ｖ/２４Ｖ/４８Ｖ 

最大入力電圧   １５０Ｖ 

入力電圧範囲   １５Ｖ～１５０Ｖ (但し、バッテリー電圧＋２Ｖ以上のこと) 

最大入力電流   ３０Ａ 

最大入力電力   ３６０Ｗ/７２０Ｗ/１４４０Ｗ 

日没検出電圧        ５Ｖ（デフォルト値） 

日出検出電圧   ９Ｖ（デフォルト値） 

出力電圧範囲   ＊１１.４～１５Ｖ 

スイッチング方式        バックブースト方式 

＊注：２４Ｖシステムの場合は数値を２倍、４８Ｖの場合は４倍にしてください。 

 

7.2 バッテリー充電仕様 

バッテリー電圧              １２Ｖ/２４Ｖ/４８Ｖ 

バッテリー最大充電電圧        ＊１５Ｖ 

最大定格充電電流  ３０Ａ 

対応バッテリー              ゲル型/密閉型/ＡＧＭ/非密閉型 

吸収充電検出電圧  ＊１４.２Ｖ/１４.４Ｖ/１４.４Ｖ/１４.７Ｖ 

フロート充電検出電圧  ＊１３.７Ｖ 

均等化充電電圧   ＊１４.６Ｖ/１４.９Ｖ 

均等化充電時間   ３Ｈ 

均等過充電サイクルタイム       ２８日 

＊注：２４Ｖシステムの場合は数値を２倍、４８Ｖの場合は４倍にしてください。 

 

7.3 負荷 

放電チャンネル              １チャンネル 

放電チャンネル最大電流        ２０Ａ 

 

7.4 保護 

過充電防止   １５Ｖ (２５℃時)以下 

サージ電流保護        有 

過放電防止検出電圧          ＊１１.５Ｖ/１２.６Ｖ(切断電圧/復帰電圧) 

＊１１.０Ｖ/１２.１Ｖ(切断電圧/復帰電圧) 

逆接続防止   有(ソーラーパネル側、バッテリー側) 

＊注：２４Ｖシステムの場合は数値を２倍、４８Ｖの場合は４倍にしてください。 

 

7.5 表示 

ＬＥＤ表示   バッテリー状態表示、充電状態、警告表示 
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7.6 通信インターフェース 

メーター/タイマーユニット用       ＲＳ-４２２ 

ＰＣ用    ＲＳ-２３２Ｃ 

 

7.7 一般仕様 

使用温度   -２０℃～５０℃ (湿度３５～８０%、結露なき事) 

保存温度   -３０℃～９０℃ 

防塵・防水   ＩＰ２０ 

絶縁耐圧   ＤＣ５００Ｖ(出力接続端子と器体表面間、１ＭΩ以上のこと) 

寸法    Ｗ１９３ｍｍ×Ｄ２４４ｍｍ×Ｈ８８ｍｍ(突起物含む) 

質量    ３．７ｋｇ以下 

材質    スチール 

取付    垂直面に取付(室内) 

 

7.8 外形寸法図 
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8.保障条件 

・直射日光、高温、水を避けて垂直な面に設置してください。 

・放熱フィンのエアフローの上下方向には十分隙間を取り設置してください。 

・密閉した場所に設置しないでください。換気できる場所に設置してください。 

・開放型バッテリーを使用する場合は、一緒に密閉された場所に設置しないでください。 

・フレームグランドを接地して使用してください。 

・必要な場合は、ソーラーパネル、バッテリー、負荷のマイナス端子を接地して使用してください。 

・正常に動作する事を確かめてから負荷を接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画・製造元 

福島電機株式会社 

〒２１１-００１４ 

神奈川県川崎市中原区田尻町６８-５ 

ＴＥＬ ０４４-５２２-４５１１（代表） 

http://www.fukushima-ele.co.jp/ 


